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幼
い
こ
ろ
か
ら
実

家
が
農
業
を
営
ん
で

い
た
こ
と
も
あ
り
次

第
に
農
業
に
興
味
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
、

将
来
は
農
業
で
生
計

を
た
て
、
日
本
の
食

を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
現
在
二
十
五
歳
に
な
っ
た
巧
也
さ

ん
は
、
実
家
の
農
作
業
を
手
伝
い
な
が

ら
、
農
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
学
ぶ

「
い
し
か
わ
耕
稼
塾
」
で
四
月
か
ら
一

年
間
農
業
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を
学

ん
で
い
る
。
耕
稼
塾
（
本
科
コ
ー
ス
）

で
は
、
作
物
ご
と
の
生
育
に
必
要
な
土

づ
く
り
な
ど
野
菜
作
り
の
基
本
を
学
ん

だ
り
、
実
際
に
収
穫
し
た
り
と
農
業
経

営
者
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る
。

　

巧
也
さ
ん
の
実
家
で
は
、
一
町
歩
の

畑
で
ネ
ギ
栽
培
を
中
心
に
農
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
収
穫
し
た
ネ
ギ
は
主
に
地

元
の
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
、
土
日
を
中

心
に
、
朝
早
く
か
ら
白
ネ
ギ
の
育
苗
や

種
ま
き
、
出
荷
の
準
備
作
業
を
手
伝
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
白
ネ
ギ
の
栽
培
を
中
心
に

ハ
ウ
ス
を
増
や
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の

葉
物
野
菜
作
り
も
や
っ
て
み
た
い
と
の

思
い
も
あ
る
。

　

今
年
３
月
に
耕
稼
塾
修
了
後
は
、
能

登
島
で
農
業
を
経
営
し
て
い
る
瀬
成
さ

ん
の
農
園
で
２
年
間
働
き
農
業
経
営
を

≪part 24≫
中島町河崎　上島巧也さん（25歳）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
長
新
年
挨
拶

七
尾
市
農
業
委
員
会

　

会　

長　
　

福 

田　
　

浩

学
び
ま
す
。
将
来
は
、
地
域
の
農
業
を

担
う
後
継
者
と
し
て
若
手
農
家
の
人
た

ち
と
の
連
携
を
密
に
販
売
ル
ー
ト
を
広

げ
て
い
き
、
農
業
経
営
者
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
地
元
の
先
輩
た
ち
の
よ
う

に
な
り
た
い
。

　

皆
様
に
は
、
一
家
お
揃
い
で
良
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
は
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
十
二
月
に
七
尾
市
の
青
柏
祭
が
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
祭
り
の
伝
統
を

継
承
す
る
気
概
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
業
委
員
会
で
も
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
最
も
重
要
な
事
務

で
あ
る
こ
と
、
農
業
委
員
が
公
選
挙
制
か
ら
市
長
の
任
命
制
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、

新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
な
ど
、
農
業
委
員
会
も
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
内
容
も
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
、
す
な
わ
ち
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
新
規
参
入
の
促
進
等
、

農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
、
及
び
高
度
化
の
促
進
が
農
業
委
員
会
の
必
須
事
務
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
公
正
な
実
施
と
各
現
場
の
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
は
「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
が
指
針
を
策
定
又
は
変
更
す
る
時
は
、
推
進
委
員
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
推
進
委
員
は
指
針
に
従
っ
て
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
密
接
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
十
分
に
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
七
月
二
十
三
日
で
農
業
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
、
七
月
二
十
四
日
か

ら
新
体
制
に
な
り
ま
す
。
農
業
委
員
会
一
同
新
体
制
に
恙
な
く
移
行
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 

結
び
に
あ
た
り
、
平
成
二
十
九
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
ご
多
幸
な
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
九
年　

元
旦
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①解約の協議が整った場合、何か手続きが必要ですか？
　農地法の貸し借りや、基盤法の利用権設定の中途解約の場合は、解約合意を書面で作成して、それらを
農業委員会事務局に提出する必要があります。
②貸主が亡くなった場合、契約はどうなりますか？
　農地法の貸し借り、基盤法の利用権設定を問わず、相続人に貸主側の義務（土地を貸す義務）が引き継
がれるので、死亡によって契約が終了するわけではありません。
③遊休農地の管理のため農地を貸したいが、相続のため共有者多数で困っています。
　平成２１年の基盤法の改正により、５年を超えない利用権設定については２分の１を超える共有持分権
者の同意があれば貸すことが出来ます。

●農地とは、基本的に土地の登記の地目が田や畑の土地のことであり、現況が田んぼの土地は田、畑や果樹
園、牧草栽培の地目は畑となります。
　例えば現在休耕地になっていて雑草や雑木が生い茂り荒地のような土地であっても、雑草などを刈れば
畑に利用できる状態ならば土地の地目は畑のままになります。ちなみに「雑種地」とはどの地目にも該当
しない場合に定める地目です。

①農地から宅地への地目変更
　　農地転用許可もしくは非農地証明の手続きを行う必要があります。
②農地の地目変更
　登記の地目が田や畑の土地については、農地という扱いになり農地以外の地目に変更する前に、農地法
の手続きが必要になります。手続きには、非農地証明や農地転用許可などいくつかの種類があり、農地の
地目を変更する時には、現況の写真を持参し農業委員会にご相談ください。
③地目が山林の条件とは
　地目が山林と認定されるための条件として少なくとも数十本の大きな木が立っている土地で全体的にも
山林と言える状態でなければならない。

【ご存知ですか】に関するお問い合わせは七尾市農業委員会（５３－８４４０）へ

農地法の貸し借り許可 基盤法の利用権設定

期間満了前に地主が解約の意向を伝
えない場合は自動的に更新されます。
※無償の貸し借りには自動的な更新
はありません

賃料の不払いや耕作放棄などの事由
がない限り契約更新をしなければな
らない。（借主の耕作権が保護され
ているため）
※無償の貸し借りには耕作権の保護
はありません

利用権は期間満了によって終了。
※再設定により更新できます。

利用権は期間満了によって終了する
ため、中途解約の場合を除いて、耕
作権の保護は問題になりません。

契約期間が満了したとき
どうなるか

地主側が土地を利用した
いが、協議が整わない場
合は　どうなるか

★農地の貸し借り

★農地の地目と現況

※農地の貸し借りについて、正規の手続きをしないと様々なトラブル発生のもとになります。
　このようなことにならないようお気軽にご相談ください。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
平
年
に
比
べ
て
雪
の
降
る

日
が
多
く
な
る
と
の
予
報
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
除
雪
作
業
を
行
う
際
に
は
十
分
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
農
業
に
関
す
る

情
報
を
分
か
り
や
す
く
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非

お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ、お申込みは農業委員会へ　
☎ ５３－８４４０　　FAX ５2－７７６５

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱいの農業専門誌

※発行日　毎週金曜日
※購読料　一ケ月700円
　　　　　年額8,400円

全国農業新聞を
購読しましょう！

農業者のための年金

に加入しましょう！
農業者年金

編
集
委
員
一
同

農
業
委
員
会　

新
制
度
に
係
る
説
明
会
の
開
催

農
業
委
員
会　

新
制
度
に
係
る
説
明
会
の
開
催

　

十
一
月
十
四
日
、穴
水
町
の
「
の
と
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
」

で
県
内
市
町
か
ら
５
０
０
人
近
く
の
農
業
委
員
や
関
係
者
が
参
集

し
て
石
川
県
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
当
日

は
、
式
典
を
前
に
事
業
戦
略
構
築
研
究
所
Ａ
Ｘ
代
表
の
髙
木
氏
に

よ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
化
を
核
に
し
た
地
域
の
農
業
の
振
興
策
「
成
功

例
と
失
敗
例
か
ら
学
ぶ
地
域
戦
略
」
と
題
し
基
調
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
穴
水
町
農
業
委
員
会
の
中
田
会
長
の
農
業

委
員
会
憲
章
を
参
加
者
全
員
で
唱
和
し
、
引

き
続
き
永
年
勤
続
農
業
委
員
ら
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
専
務
理
事
の
松
本
広
太

氏
の
「
農
業
情
勢
報
告
」、
穴
水
農
業
委
員

代
表
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
全

員
で
要
望
の
実
現
に
向
け
て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
を
し
ま
し
た
。

　

農
業
県
で
あ
る
長
野
県
の
千
曲
市
で
、
北
信
越
各
県
の
女
性
農

業
委
員
百
名
余
り
が
一
同
に
会
し
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
は
も

ち
ろ
ん
女
性
の
立
場
か
ら
見
た
担
い
手
の
農
業
集
積
、
集
約
化
や

遊
休
農
地
の
解
消
と
活
用
な
ど
広
範
囲
に
渡
り
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
意
識
の
高
揚
と
地
域
農
業
の
活
性
化
な
ど

具
体
的
な
実
践
活
動
に
つ
い
て
熱
い
討
論
が
行
わ
れ
、
多
く
の
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
が
抱
え

る
問
題
は
各
県
共
通
点
も
沢
山
あ
り
一
朝
一
夕
に
成
果
は
で
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
女
性
ら
し
く
現
実
を
直
視
し
前
進
す
る
よ
う
心
が

け
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

第
54
回
石
川
県
農
業
委
員
会
大
会

農
業
委
員
の
活
動

女
性
農
業
委
員
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
参
加
し
て

網
谷　

廣
子

　
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、
選

挙
に
よ
る
公
選
制
か
ら
、
推
薦
・
応
募
者
の
中
か
ら
市

長
が
任
命
す
る
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
、

推
薦
・
応
募
者
の
中
か
ら
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

七
尾
市
に
お
い
て
も
平
成
29
年
７
月
24
日
よ
り
新
た

な
体
制
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
寄
り
の
会
場
で
都
合
が
つ
か
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
都
合
の
つ
く
日
時
・
会
場
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　【
月
日
・
会
場
】

　

平
成
29
年
１
月
17
日
（
火
）
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

　

平
成
29
年
１
月
18
日
（
水
）
サ
ン
ビ
ー
ム
日
和
ケ
丘

　

平
成
29
年
１
月
19
日
（
木
）
中
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）
能
登
島
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　

※

19
時
か
ら
１
時
間
程
度　

【
内
容
】

　

①
農
業
委
員
会
の
制
度
改
正
に
つ
い
て

②
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補

者
の
推
薦
及
び
応
募
方
法
に
つ
い
て

　

③
委
員
候
補
者
の
選
考
方
法
に
つ
い
て

　

④
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

【
問
合
先
】
七
尾
市
農
業
委
員
会
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